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第１０回 総会議事録 

１ 開催の日時   平成３０年４月２６日（木）午後２時００分～午後３時０５分 

２ 開催の場所   松江市役所 本館西棟５階 防災センター 

３ 議事日程 

議事録署名委員の指名について 

議 第６３号  農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議 第６４号  農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議 第６５号  農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議 第６６号  松江市農用地利用集積計画の決定について 

 

報告第１９号  会長専決処分の報告 

報告第２０号  事務局長専決処分の報告  

 

５ 出席委員（１９名）  欠席委員（０名） 

  １番 宮廻  彰夫（出）  ２番 冨士本 数彦（出）  ３番 高橋  裕典（出） 

  ４番 青砥  芳美（出）  ５番 磯部 美津子（出）  ６番 勝田  達雄（出） 

  ７番 須山  真史（出）  ８番 永江  りえ（出）  ９番 矢野  秀行（出） 

 １０番 清水  秋廣（出） １１番 足立  裕子（出） １２番 吉岡  雅裕（出） 

 １３番 槇 原  篤（出） １４番 渡部  文明（出） １５番 吉岡  幸雄（出） 

 １６番 岸本  定朝（出） １７番 浅野  真治（出） １８番 古藤  一郎（出） 

 １９番 三 島  進（出）  

 

６ 事務局職員出席者 

農業委員会 

事務局長 豊島 耕 農地係副主任 高尾 祥和 

農地係長 浅野 剛志 農地係主事 伊藤 謙 

農地係主幹 大田 和孝   

農地係主任 野津 慎一   

農地係副主任 成瀬 夏希   
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７ 会議内容 

議 長 

（ 三 島 会 長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

６ 番 委 員 

 

ただいまから、第１０回松江市農業委員会総会を開会いたします。 

最初に、出席委員数を確認します。本日、欠席届の提出は、ございません。委員定

数１９名に対し、１９名全員が出席です。過半数を超えていますので、本総会が成立

していることを報告します。 

次に、本日の議事録署名委員を指名します。１番の宮廻委員、２番の冨士本委員に

お願いします。次に、本日の総会の書記を任命します。事務局の成瀬副主任と伊藤主

事にお願いします。 

それでは、議事に入ります。 

議第６３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を上程いたしま

す。事務局の説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは、議第６３号、今月の農地法第３条の許可申請について、ご説明します。 

今月の農地法第３条の許可申請は４件８筆で、いずれも所有権移転の案件です。 

初めに、１番の案件についてご説明します。申請は、東出雲町揖屋の田１筆を売買

されるものです譲渡人はご覧のとおりです。譲渡し理由は、労力不足によるものです。

譲受人はご覧のとおりです。譲受け理由は、経営規模の拡大の拡大を図るものです。

譲受人の世帯は、トラクタ、耕運機等の農業用機械を所有しております。取得後は芋・

かぼちゃを栽培されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記

載のとおりです。 

次に、２番の案件についてご説明します。申請は、東出雲町揖屋の畑１筆を売買さ

れるものです。譲渡人はご覧のとおりです。譲渡し理由は、労力不足によるものです。

譲受人はご覧のとおりです。譲受け理由は、経営規模の拡大を図るものです。譲譲受

人の世帯は、トラクタ、耕運機等の農業用機械を所有されております。取得後は、芋・

かぼちゃを栽培されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記

載のとおりです。 

続いて、３番の案件についてご説明します。申請は、東出雲町揖屋の田１筆を売買

されるものです。譲渡人はご覧のとおりです。譲渡し理由は労力不足によるものです。 

譲受人はご覧のとおりです。譲受け理由は経営規模の拡大を図るためです。譲受人の

世帯は、トラクタ、耕運機等の農業用機械を所有されております。取得後は、お茶を

栽培されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記載のとおり

です。 

最後に４番についてご説明します。申請は、八束町亀尻の畑５筆を売買されるもの

です。譲渡人はご覧のとおりです。譲渡し理由は、県外に在住しているためです。譲

受け人はご覧のとおりです。譲受け理由は、経営規模の拡大を図るものです。譲受人

の世帯は、トラクタ、耕運機等の農業用機械を所有されています。取得後は、芋・野

菜を栽培されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記載のと

おりです。 

以上、本案件は、いずれも農地法第３条第２項の不許可の要件には該当しないもの

と認められます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

それでは、現地調査班からの報告をお願いします。３班６番委員。 

 ６番です。４月１７日に３班６名で現地調査をいたしました。いずれも事務局の説

明のとおり許可相当と判断しました。ただし１番、2 番は荒廃農地を復元されるもので、
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の目的に使用されないよう地元委員にアドバイスをお願いしました。また４番につ

いては、門の前側に植木等もございますが、地元委員が農地に復元可能と判断されて

おりますので、今後確認をお願いいたしました。以上報告いたします。 

 ありがとうございました。これより審議に入ります。ただいまの事務局の説明と現

地調査班の報告につきまして、ご意見・ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。議第６３号は原案のとおり許可する

ことにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第６３号は原案のとおり許可することに決しま

す。 

次に議第６４号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」を上程しま

す。事務局の説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは、議第６４号、今月の農地法第４条の許可申請について、ご説明します。 

初めに、４条１番について説明いたします。事業者はご覧のとおりです。転用場所

は古曽志町の 1筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩和Ｃ区域です。農地

区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い農地であることから

第 2種農地と判断いたしました。転用目的は敷地拡張です。転用面積は 33㎡となりま

す。所要面積も転用面積同様の 33㎡です。事業計画ですが一筆の宅地に建つ 2棟の建

物に挟まれた部分の申請地を自宅の庭として一体利用するものです。その他事業の詳

細及び資金計画についてはご覧のとおりです。 

次に、４条の２番について説明いたします。事業者はご覧のとおりです。転用場所

は大庭町の１筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩和Ａ区域です。農地区

分は、第２種農地と判断いたしました。転用目的は貸駐車場です。転用面積は８２９

㎡、所要面積も同様の８２９㎡です。事業計画ですが、申請地を整備し、近隣の医療

機関の従業員のための貸駐車場として使用するものです。事業の詳細、資金計画につ

きましてはご覧のとおりです。 

次に、４条３番について説明いたします。事業者はご覧のとおりです。転用場所は

美保関町千酌の 1 筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外となります。農地区分

は 2 種農地です。転用目的は個人住宅です。転用面積は１３０㎡となります。所要面

積も転用面積同様の１３０㎡です。事業計画ですが既存の農機具倉庫を改修して個人

住宅として使用するものです。その他詳細及び資金計画についてはご覧のとおりです。 

次に、４条の４番について説明いたします。事業者はご覧のとおりです。転用場所

は東出雲町錦浜の合計５筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域です。 

農地区分は、農用地区域内農地です。転用目的は営農型の太陽光発電設備です。転用

面積は１４，９０２㎡の内２０．９４㎡、所要面積も同様の２０．９４㎡で、これは

太陽光パネルの支柱及び付帯設備の設置面積です。許可該当条項は農地法施行令第１

０条第１項第１号で、農用地区域内で一時転用を行う場合の不許可の例外に該当しま

す。事業計画ですが、太陽光発電設備を設置し、パネル下部でオオバコを栽培するも

のです。本件については平成２７年５月１５日に営農型発電の一時転用として許可を

受けており、３年の期間が満了することから、この度更新のための転用申請がありま

した。これまでの３年間では、まだ作物の収穫に至っておりませんが、栽培方法の改
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議 長 

６ 番 委 員 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

２ 番 委 員 

 

議 長 

事 務 局 

 

 

 

 

善などを含んだ今後４か年の営農計画書が提出されております。また、作物の出荷先

も確保されていることを確認しています。その他の詳細につきましてはご覧のとおり

です。更新申請のため、新たな資金は発生しません。 

 なお、お手元の農水省の通知、営農型の太陽光発電設備の一時転用の許可条件につ

いて、をご覧願います。許可の際、通常の許可条件に加え、次の事項を附すよう指導

がありました。「太陽光発電設備を計画どおり行うこと」、「底地について、営農状況を

毎年報告すること」、「転用事業計画に変更があれば農業委員会に報告し、適切に対応

すること」以上です。 

４条の５番について説明いたします。事業者はご覧のとおりです。転用場所は宍道

町上来待の１筆です。都市計画区域区分は都市計画区域内のその他地域です。農地区

分は、第２種農地と判断いたしました。転用目的は墓地です。転用面積は９．９０㎡、

所要面積も同様の９．９０㎡です。事業計画ですが、現在の墓地が山中にあり管理が

困難なため、自宅の隣接地である申請地に墓地を移設するものです。事業の詳細、資

金計画につきましてはご覧のとおりです。 

以上、上程しました４条５件につきましては、農地法第４条第２項の規定による不

許可の要件には該当しないものと認められます。ご審議をお願いいたします。 

それでは、現地調査班からの報告をお願いします。６番委員。 

 ６番です。同じく１７日に、４条の５番を除き、３班６名で現地調査をいたしまし

た。４条の１番、２番及び３番については、いずれも事務局の説明のとおり許可相当

と判断しました。 

 ４条の４番ですが、営農計画のとおり、申請地の近隣で、種を播き、苗を育てる旨

申請者から説明がありました。申請地での耕作状況や、今後の収穫計画についても説

明がありましたが、一時転用の更新の案件でもあり、現地調査班の３班では判断がし

かねまして、運営委員会に委ねることといたしました。以上です。 

 はい、ありがとうございました。６番委員の発言のとおり、４月２０日の運営委員

会の協議前に、運営委員６名で現地確認を行っていますので、私の方からご報告しま

す。現地調査班からの報告と同様に、申請地における作物について、播種し育生して

いく計画の説明が、申請者からありました。また、申請地においては、太陽光パネル

の下の農地についても、育成した作物で耕作し、草刈りも行っていくという計画も聞

きました。現地において、農地の維持管理状況を踏まえ、前向きな対応であると評価

したところです。 

 以上から、本件は、許可相当であるとの判断に至った次第です。 

そうしますと、これより審議に入ります。ただいまの事務局の説明と現地調査班の

報告、運営委員会の説明に対して、ご意見・ご質問はありませんか。 

はい、どうぞ。 

２番です。４条の４番の案件ですが、この度３年が経過して、改めてまた３年許可

するとした場合、その許可の３年間は、どう対処していくようになりますか。 

事務局より、説明をお願いします。 

４条の４番の案件ですが、この一時転用について許可ということになりますと、改

めて３年許可となりますが、無条件に許可ということではなく、先ほどもご説明しま

したとおり、営農状況の毎年の報告や、転用事業計画に変更があれば農業委員会に報

告することなど、許可条件に附しています。 

また、４月２０日に運営委員において現地確認をした際にも、今後は、定期的に進
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議 長 

２ 番 委 員 
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捗状況を申請者から報告させることになっています。また、必要に応じ、許可の期間

中であっても、当農業委員会として現地確認を行うことも可能であります。以上です。 

２番委員、よろしいですか。 

はい、わかりました。 

ほかにございませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。 

議第６４号は、島根県農業会議からの意見聴取が不要の案件でございます。議第６

４号は、原案のとおり許可することにご異議ありませんか 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第６４号は、原案のとおり許可することに決し

ます。 

次に、議第６５号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を上程し

ます。事務局の説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは、議第６５号、今月の農地法第５条の許可申請について、ご説明します。 

初めに、５条の１番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおり

です。転用場所は西川津町の 1 筆となります。都市計画区域区分は市街化調整区域の

緩和Ａ区域です。農地区分は農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低

い農地であることから、第 2 種農地と判断いたしました。転用目的は個人住宅です。

転用面積は 438 ㎡となります。所要面積は転用面積同様の 438 ㎡となります。権利の

種類はご覧のとおりです。事業計画ですが申請地を整地し、個人住宅を建設するもの

です。その他詳細資金計画についてはご覧のとおりです。 

次に、５条の２番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおりで

す。転用場所は東持田町の 5 筆となります。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩

和Ａ区域です。農地区分は 2 種農地です。転用目的は建売住宅です。転用面積は 625

㎡となります。所要面積も転用面積同様の 625 ㎡となります。権利の種類はご覧のと

おりです。事業計画ですが申請地を造成し、農地部分の申請地に建売住宅 3 棟を建築

するものです。その他詳細、資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の３番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおり

です。転用場所は川原町の 2筆となります。都市計画区域区分は市街化調整区域です。

農地区分は 2 種農地です。転用目的は進入路です。転用面積は 37.66 ㎡となります。

所要面積も転用面積同様の 37.66 ㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事

業計画ですが隣接地と土地交換を行い、事業所への進入経路の利便性を図るものです。

その他詳細、資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の４番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおり

です。転用場所は邑生町の 3 筆となります。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩

和Ｃ区域です。農地区分は 2種農地です。転用目的は個人住宅です。転用面積は 424.58

㎡となります。所要面積も転用面積同様の 424.58 ㎡となります。権利の種類はご覧の

とおりです。事業計画ですが申請地を造成し、個人住宅を建設するものです。その他

詳細、資金計画については ご覧のとおりです。 

続いて、５条の５番について説明いたします。譲受人、譲渡人はご覧のとおりです。

転用場所は大庭町の合計３筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩和Ａ区域
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です。農地区分は、第２種農地と判断いたしました。転用目的は建売住宅です。転用

面積は７１５㎡、所要面積は隣接する山林を含む１，２７３㎡です。権利の種類はご

覧のとおりです。事業計画ですが、申請地を造成し、建売住宅４棟を建築するもので

す。事業の詳細、資金計画につきましてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の６番について説明いたします。譲受人、譲渡人はご覧のとおりです。

転用場所は東忌部町の１筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外です。農地区分

は、第２種農地と判断いたしました。土地利用計画との調整ですが、平成３０年３月

１６日付で農振除外の内示を受けています。転用目的は倉庫です。転用面積は２４４

㎡、所要面積も同様の２４４㎡です。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画です

が、申請地に倉庫が建築されていたもので、申請地に隣接する住宅の購入にあたり、

申請地を転用した上であわせて購入するものです。追認案件であることから、始末書

が提出されております。事業の詳細、資金計画につきましてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の７番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおり

です。転用場所は鹿島町恵曇の 1 筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外です。

農地区分は第 2 種農地です。転用目的は駐車場です。転用面積は 211 ㎡となります。

所要面積も転用面積同様の 211 ㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事業

計画ですが墓地への入り口に位置いたします申請地を、参拝者用の駐車場として整備

するものです。その他詳細、資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の８番について説明いたします。譲受人、譲渡人はご覧のとおりです。

転用場所は宍道町佐々布の１筆です。都市計画区域区分は都市計画区域内のその他区

域です。農地区分は、第２種農地と判断いたしました。土地利用計画との調整ですが、

平成３０年３月１６日付で農振除外の内示を受けています。転用目的は園芸施設敷地

です。転用面積は８１６㎡、所要面積も同様の８１６㎡です。権利の種類はご覧のと

おりです。事業計画ですが、申請地を整備し、盆栽等を取り扱う園芸店の敷地として

使用するものです。事業の詳細、資金計画につきましてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の９番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとおり

です。転用場所は八束町波入の 4 筆となります。都市計画区域区分は都市計画区域外

です。農地区分は第 2 種農地です。転用目的は施設増設、駐車場、運動場です。転用

面積は 1,590 ㎡となります。所要面積も転用面積同様の 1,590 ㎡となります。権利の

種類はご覧のとおりです。事業計画ですが既存の施設に隣接して新たに給食棟を増築

し、搬入路、駐車場、運動場を整備するものです。その他詳細、資金計画については

ご覧のとおりです。 

続いて、５条の１０番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとお

りです。転用場所は八束町波入の 1筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外です。

農地区分は第 2 種農地です。転用目的は側溝用地です。転用面積は 2 ㎡となります。

所要面積も転用面積同様の 2 ㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事業計

画ですが敷地内の雨水が隣接している農地に流れ出ないように側溝を敷設するもので

す。その他詳細はご覧のとおりです。 

続いて、５条の１１番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとお

りです。転用場所は八束町波入の 4 筆となります。都市計画区域区分は都市計画区域

外です。農地区分は第 2 種農地です。転用目的は駐車場です。転用面積は 1,873 ㎡と

なります。所要面積も転用面積同様の 1,873 ㎡となります。権利の種類はご覧のとお

りです。事業計画ですが事業所への来客者の増加に伴いまして、新たに駐車場を整備
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するものです。その他詳細、資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の１２番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとお

りです。転用場所は八束町入江の 1筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外です。

農地区分は第 2 種農地です。転用目的は駐車場です。転用面積は 355 ㎡となります。

所要面積も転用面積同様の 355 ㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事業

計画ですが事業所用の駐車場として申請地を整地して利用するものです。その他詳細、

資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の１３番について説明いたします。譲受人、譲渡人ですがご覧のとお

りです。転用場所は八束町入江の 2 筆となります。都市計画区域区分は都市計画区域

外です。農地区分は第 2 種農地です。転用目的は個人住宅です。転用面積は 513 ㎡と

なります。所要面積も転用面積同様の 513 ㎡となります。権利の種類はご覧のとおり

です。事業計画ですが申請地を造成し、個人住宅を建設するものです。その他詳細、

資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の１４番について説明いたします。賃借人、賃貸人はご覧のとおりで

す。転用場所は竹矢町の１筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域です。農地区

分は、第２種農地と判断いたしました。転用目的は資材置場、工事用車両駐車場です。

転用面積は３７０㎡、所要面積も同様の３７０㎡です。権利の種類はご覧のとおりで、

６月２５日までの一時転用です。事業計画ですが、申請地を、国交省発注の道路工事

のための資材置場及び工事用車両の駐車場として使用するものです。事業の詳細、資

金計画につきましてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の１５番について説明いたします。賃借人、賃貸人はご覧のとおりで

す。転用場所は東出雲町下意東の１筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域の緩

和Ａ区域です。農地区分は、第２種農地と判断いたしました。転用目的は仮設事務所、

資材置場です。転用面積は７６５㎡、所要面積も同様の７６５㎡です。権利の種類は

ご覧のとおりで、７月２３日までの一時転用です。事業計画ですが、申請地を、松江

市発注の道路災害復旧工事のための仮設事務所及び資材置場として使用するもので

す。事業の詳細、資金計画につきましてはご覧のとおりです。なお、１４番、１５番

とも工期の関係上、転用許可を待たずに使用したいとの申し出があり、事前に地元の

農業委員さんに現地を確認していただいた上で、公共工事に伴うものであり、やむを

得ないと判断し、使用を認めています。 

続いて、５条１６番について説明いたします。貸人、借人はご覧のとおりです。貸

人と借人は親子関係にあたります。転用場所は八束町遅江の 1 筆です。都市計画区域

区分は都市計画区域外です。農地区分は第 2 種農地です。転用目的は個人住宅です。

転用面積は 369 ㎡となります。所要面積も転用面積同様の 369 ㎡となります。権利の

種類はご覧のとおりです。事業計画ですが申請地を造成し、個人住宅を建設するもの

です。その他詳細、資金計画についてはご覧のとおりです。 

続いて、５条の１７番について説明いたします。借人、貸人はご覧のとおりです。 

転用場所は西忌部町の１筆です。都市計画区域区分は都市計画区域外です。農地区分

は、第２種農地と判断いたしました。土地利用計画との調整ですが、平成３０年３月

１６日付で農振除外の内示を受けています。転用目的は分家住宅です。転用面積は３

３２㎡、所要面積も同様の３３２㎡です。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画

ですが、申請地を造成し、分家住宅を建築するものです。事業の詳細、資金計画につ

きましてはご覧のとおりです。 
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以上、上程しました５条１７件につきましては、農地法第５条第２項の規定による

不許可の要件には該当しないものと認められます。ご審議をお願いいたします。 

それでは、現地調査班からの報告をお願いします。６番委員。 

 ６番です。同じく１７日に、３班６名で現地調査をいたしました。現地調査を行っ

たのは、５条の１番、２番、４番、７番、１４番及び１５番です。いずれも問題はな

く、事務局の説明のとおり許可相当と判断しております。以上です。 

ありがとうございました。これより審議に入ります。ただいまの事務局の説明と現

地調査班の報告につきまして、ご意見・ご質問はありませんか。 

はい、どうぞ。 

 ６番です。５条の４番ですが、資金計画で、資金調達額のうち、一部が自己資金と

なっていますが、残りは何ですか。 

事務局より、説明をお願いします。 

お手元の資料に記載がございませんが、残りは借入金で賄われます。 

 わかりました。 

 ほかにございますか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。 

議第６５号は、島根県農業会議からの意見聴取が不要の案件でございます。議第６

５号は、原案のとおり許可することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第６５号は原案のとおり許可することに決しま

す。 

次に議第６６号「松江市農用地利用集積計画の決定について」を上程致します。事

務局の説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは議第６６号「松江市農用地利用集積計画の決定について」のご説明をいた

します。 

初めに、農用地利用集積計画の所有権移転について、ご説明いたします。 

所１は、古江地区の田１筆の売買による所有権移転です。売り手の方は、労力不足によ

り売りたいとの要望があり、買い手の方は、経営規模拡大のため買いたいとの要望があっ

たため、今回農用地利用集積計画に挙げ所有権移転するものです。売買価格については、

お手元の議案のとおりです。 

所２は、生馬地区、田１筆の売買による所有権移転です。売り手の方は、労力不足によ

り経営規模縮小したく、売りたいとの要望があり、買い手の方は、売り手側の要望に応え

るとの要望があったため、今回農用地利用集積計画に挙げ所有権移転するものです。売買

価格については、お手元の議案のとおりです。 

続いて農用地利用集積計画の相対契約についてご説明いたします。まず利１から利

２は大野地区の案件で、利１が新規の案件です。利３から利４は秋鹿地区の案件で、

利４が新規案件です。利５は朝酌地区の更新案件です。利６は川津地区の更新案件で

す。利７から利９は持田地区の案件で、利７が新規の案件です。利１０から利１３は

本庄地区の更新案件です。利１４は竹矢地区の更新案件です。利１５は大庭地区の新

規案件です。利１６から利１７は忌部地区の案件で、利１６が新規の案件です。利１

８から利３５は鹿島地区の案件で、このうち利１８から利２０、利３０から利３５が
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新規の案件です。利３６から利３７は東出雲地区の新規案件です。利３８から利５４

は八雲地区の案件で、このうち利４８、利５２が新規の案件です。利５５は竹矢地区

と東出雲地区の新規案件です。利５６から利５７は東出雲地区の案件で、利５７が新

規の案件です。利５８から利６１は玉湯地区の更新案件です。利６２から利７３は宍

道地区の案件で、このうち利６２から利６７、利７２から利７３が新規の案件です。

利７４から利１１１は八束地区の案件で、このうち利８２から利８６、利１０８、利

１１０から利１１１が新規案件です。 

今回の利用権設定における相対契約の地目別面積は、田が１５１,８７５㎡、畑が       

５１,０２０㎡、合計面積は２０２,８９５㎡となります。 

続きまして、利用集積計画の転貸契約についてご説明します。初めに転１から転２

は秋鹿地区のＪＡ転貸で、新規の案件です。転３から転９は古江地区の機構転貸案件

で、このうち転３から転５、転７から転８が新規の案件です。転１０は生馬地区の機

構転貸で、新規の案件です。転１１から転１２は竹矢地区のＪＡ転貸で、新規の案件

です。転１３は竹矢地区の機構転貸で、新規の案件です。 

今回の利用権設定における転貸契約の地目別面積は、田が３２,８０９㎡、畑が       

２,９４１㎡、合計面積は３５,７５０㎡となります。以上で説明を終わります。 

説明が終わりましたので審議に入ります。ただいまの事務局の説明につきまして、

ご意見・ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。議第６６号は原案のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第６６号は原案のとおり決定することに決しま

す。 

次に、報告に入ります。報告第１９号「会長専決処分の報告」、報告第２０号「事務

局長専決処分の報告」を一括でお願いします。 

（報告） 

報告が終わりましたが、これは報告ですのでこれまでとします。 

以上で議事を終了しましたので、第１０回松江市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

  

 


